
市民社会スペース NGO アクションネットワーク（NANCiS） 
２０２１年度活動報告 

 
（期間：２０２１年４月１日〜２０２２年３月３１日） 

活動項目 活動内容 

（１）市民社会スペー

スへの理解促進と拡

充のための活動 

（1-a）市民社会スペースに関する日常的な情報提供の実施 

メーリングリスト、ウェブサイト、SNS 等により日常的に実施した。 

（１-b）市民社会スペースの現状と課題の周知・理解を広げるためのシンポジウムの実施 

市民社会スペース NGO アクションネットワーク（NANCiS）年次企画「市民社会スペース・

一年のレビュー「もの言えぬ社会を”ゆんたく”する」」を２０２２年３月１２日（土）１３〜１６時に

オンライン（Zoom ミーティング）で開催し、市民社会関係者約３０名（登壇者含む）で、市民

社会スペースに関する内外の課題についてじっくりと対話を行った。 
https://nancis-yuntaku20220312.peatix.com/ 

（２）市民社会スペー

スに関する法制度や

政策、社会状況や課

題に対する監視、提

言、抗議活動 

（２-a）国内外の市民社会スペースの状況に関するモニター及び声明等の発出  
重要土地調査規制法案の撤回を求める市民団体共同声明（４／３０）、香港国家安全維持

法制定・施行１年に際しての声明（６／３０）を発出するとともに、国内外の市民社会の市民

社会スペースに関する考え方や声明などを紹介した。 

（２-b）国連自由権規約委員会第７回日本政府審査への継続対応 

コロナ禍のため依然として同審査は延期されたままであったため、NGO 共同報告書を協

働して作成した NGO グループ「表現の自由と開かれた情報のための NGO 連合」と共に、

同委員会から認められた追加報告書の作成に向けた作業を進めた。 

（３）NGO の対応力

強化のための情報収

集、情報共有、学習

活動 

（３-a）秘密保護法対策弁護団・共謀罪対策弁護団との共同による「弾圧研究会」の実施 

７／２６（月）１９〜２１時に両弁護団や構成団体・賛同団体等の NGO の参加のもとに同研

究会を実施し、市民社会スペースに関わる「弾圧」や「圧迫」の事案を検討しつつ、今後の

具体的な対応を検討した。 

（３-b）緊急時の対応ポイント（家宅捜索対応等）の資料整備 

    構成団体・賛同団体等 NGO への周知・普及 

十分に行うに至らなかった。 

（４）NGO が被害を

被った際の対応活動 
（４-a）「緊急時初動対応リスト」を踏まえた、緊急時の対応体制の整備 

上記「弾圧研究会」を通じて両弁護団と対応体制の確認を行った。 

（４-b）NGO への緊急時対応および、日常的な相談・支援も含めた包括的なサポート体制

の事業化 

事業化には至らなかった。 

（５）他分野の市民社

会組織との連携活動 
（５-a）各活動内容での他分野の市民社会組織との連携強化 

（２-a）（２-b）（３-a）などを通じて進めた。 

（５-b）CIVICUS および VUKA!、CoD 等を通じた、世界規模での市民社会スペース擁護に

向けた国際連携 

（２-a）（２-b）（３-a）や、構成団体の国際協力 NGOセンター（JANIC）を通じて進めた。 

（６）組織・運営基盤

の強化 
（６-a）NGO 相談・支援・救援活動の事業化のための初期資金確保及び持続的な資金確

保に向けた検討 



検討を進めたが、実現には至らなかった。 

（６-b）NANCiS 全体の活動の持続化・円滑化のための資金及び各種リソース確保に向け

た検討 

検討を進めたが、実現には至らなかった。 

 
以 上 


